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　─持続可能な経済・社会システムへの「もう一つの構造改革」─と
いうサブタイトルが付いている。この全体が本書の書名だと考えてよかろ
う。そして，この長さの中に，著者の込めている熱い想いがすでに表われ
ているのである。この表題をよく読んでみると，そこに著者の主張がすで
に充分あらわされていることに気がつく。「企業」は普通は株式会社とか個
人商店等を想い出させる言葉である。「公共」の方は，むしろお役所とか省
庁・行政を想起させるであろう。しかし，著者は，「企業こそが公共をも担
わねばならぬ」と主張している如くである。しかも，それぞれに，「社会
的」と「市民的」という形容詞がついている。明らかに「市民的企業」・
「社会的公共性」という普通一般的に使われている言い方が意識的にさし変
えられている。「市民こそが公共そのものでなければならぬ」と著者は主張
しているのである。この２つのものがサブタイトルの「経済・社会システ
ム」という一体を形成せねばならない。それのみが人類が生きることの「持
続可能」性を支えるであろう，と著書は示していくのであろう。
「増補改訂版」の本書は，普通どちらかというと「本編」の後ろに付ける
「増補編」を前にもってきた。「逆に，言いたいことを先にいって，本書全
体の道標となることを願って」（４頁）そのようにされたという。従って本
書は，「増補改訂版へのはしがき」にすぐ続いて初版の「はしがき」が来
て，次に全体の目次（増補編が「序章」として56頁，次いで本編が元の版
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のⅠ部，Ⅱ部そのものより成る）が来る形となっている。
初版は2006年11月，増補版は2009年５月。ちょうど増補改訂版を出版社
が申し入れていた頃，「折からサブプライム・ローンの破綻が広がり，投資
銀行・リーマンブラザーズの破綻辺りから，『100年に１度の金融・経済危
機』が急激な拡大・深化を見せ始めた。つい最近まで，市場至上主義を謳
歌してきたアメリカの最大手金融機関が実質国有化に近づき，アメリカの
代名詞だったビッグ・スリーの破綻・国有化が広がりかねなくなった。」
（４頁）「ほら見たことか!!」と著者は想われたに違いない。初版ですでに
近く破綻するにちがいないそうしたシステムに代替すべきものを著者は熱
心に説いていたからである。〈「社会的経済」の促進による「循環型地域社
会」づくり〉がそれであった。「市民的公共性の浸透」の提唱であった。た
だ，著者は，増補版で「多文化・市民的公共性」という「ラディカル・デ
モクラシー」へと，一層「戦線を広げ」た，のである。
　本編〔初版部分〕の構成は次のとおり。
Ⅰ部　社会的企業の促進に向けて「もう一つの構造改革」
　１章　グローバリゼーションと「社会的経済」
　２章　「平成長期不況」とは何であったか
　３章　「複合的地域活性化戦略」
　４章　日本における「社会的経済」の促進戦略
Ⅱ部　補遺　社会科学の揺らぎと近代西欧パラダイムの転換
　補遺〔１〕経済学の危機はいかにして克服しうるか
　補遺〔２〕新しい主体の芽
　補遺〔３〕社会科学の揺らぎ
内容をごくかいつまんで見ていこう。
１章のタイトルには，ゴシック活字で次の添え書きがある。「グローカル
な，新たな『公共性』をもとめて，あるいは，ハーバーマスとの批判的対
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話」そして，「なぜ，いま，『社会的経済』が注目され，『社会的経済』セク
ターが促進されなければならないか」，と入り，サードセクター，NPO等
の問題に入っていく。内容的には，協同組合，共済，アソシエーション，
基金などである。例えば協同組合は世界の約30億人の暮らしを保ってい
る。それは，知識社会への移行や，伝統的な政府セクター，営利セクター
の機能不全等々の対抗として強まっている。行政権力，貨幣，連帯を３極
とする興味深い図形なども説明に使用されている。
「〈個─アソシエーション─公共性〉による新たな公共性の追求」へと論
を進める。ハーバーマスの議論が有力な素材をも提供していると思われる。
彼は「大胆に地平融合的に」新たな理論枠組みを創出してきた，と評価さ
れている。興味深い図が─これは本書の全体にいえるが─ふんだんに
用いられて，視角的にも説得力を強めようとしている。
また，「新しい公共性」のグローカル性，という興味深い側面も詳述しつ
つ，「世界経済に人間の顔を与える」ことが迫られている，とする〔以上，
１章〕
粕谷信次氏が「日本経済論」の領域を中心とした経済学の大家であるこ
とは言うまでもないが，２章はとりわけこの点を感じさせる。サブタイト
ルは，「小泉・構造改革と『ポスト・小泉』改革へのオルタナティブ」であ
る。
先ず「平成大不況」が鋭く論じられる。「小泉・骨太構造改革」で，彼の
「新自由主義的なアメリカン・グローバル・スタンダードへの自ら進んでの
同調と編入」が批判的に論じられる。政府の赤字の全規模は596兆円から
881兆円へとかえって膨張した。「郵政民営化」も「事実上，看板のすげか
え」で，赤字は膨らんだわけである。「一言でいえば，我々の生活世界，地
域社会，共同性のメルト・ダウンを進行させてしまったのである。社会の
メルト・ダウンが始まりかけている。…そのメルト・ダウンの進行の犠牲
のうえに勝ち組の企業の活性化が見られ始めた」に過ぎない。「しかも，そ
の活性化もじつは心もとない。」さらに論を進めて，「平成長期不況のメカ
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ニズム」が「大型バブルと長期不況」として分析される。有力な論者の一
人，篠原三代平氏の議論も，全面的にはとうてい首肯し得ない。
長期波動の理解をめぐって，もともと粕谷氏がそこに立っていた「宇野
理論」を展開・検討しつつ，「長期循環論」は否定し，「長期波動論三学派」
を検討していく。トロツキーまで含めた諸家の，そしてもちろん日本の経
済学者らの理論が批判的に検討される。むろん，宇野理論を相当高く評価
しつつなのだが，著者は，この「長期不況」の脱却を，「社会的経済」促進
での「循環型地域社会」づくりの「好機に」しようと強調している，と見
られる。それが，「グローカルな市民的公共性」である。著者の熱情は「近
隣東アジア諸国の社会の底辺に喘ぐ被排除者にまで開かれている」ほど，
外にも向っているのである。〔以上，２章〕
西川潤氏らをも引きながら「内発的発展」論から入る。公害反対運動や
環境保全運動なども関連する事柄であり，「地域構造論」にはそれへの批判
もあることが示される。この「地域構造論」には相当な潜在的可能性があ
ると考えておられるようである。かなりの数の論者たちの構想も吟味しつ
つ，長期構想，５全総などの検討を進めていく。「ほどよいまち」（人口30
万規模，等々）づくりを考察したのち，かの「内的発展論」と「地域構造
論」とが，むしろ「真の統合を目指して」いくべきではないか，と著者は
思考を展開している，と考えられる。全てにわたって，実に多くの論者の
議論がポイントをついて吟味されていくのであるが，「特筆すべきこと」と
して，これら諸問題の登場とそれらとの格闘が，「地球環境の破壊の危機」
という段階のことであることも明言されている。「人類史を継続するため
に」は，「新しい主体」の形成がなければならず，それは「いのちとくら
し」の「日常の営み」，市場社会における日常の営みにも「継続」している
のである。〔以上，３章〕
さまざまな二項対立を超えて「新しい歴史主体」の形成を，との呼びか
けをサブタイトルとする４章は，先ず，日本での「サードセクター」革新
の胎動から入る。ボランティアとNPOの台頭が，1990年代の後半にも約400
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～500万人から700万人ほどへも，ひたすら伸長していることが示される。
生活協同組合なども活発である。それは新しい波といえる位である。むろ
ん，こうした『サードセクター』から『社会的企業』への途上には諸困難
が立ちはだかっている。行政の対応，訴訟なども著者は検討している。
しかし，「新しい歴史主体の具体像」を著者は強く追求していく，「社会
的企業促進戦略，われわれの課題は何か」と。「人びとの，様々な〈個と共
同〉の重層的複合体」が，声を挙げ，行動し始めている，というのである。
公・私の二分法を相対化し，「この二極の間を市民的公共空間によって押し
広げていく。」NPOと協同組合の統合も主張点である。何とかして「民に
よる公」，「市民的公共性」を本格的に形成させるための牽引車が必要であ
る。生協もむろん推賞されている。ジェンダー平等化，有償ボランティア，
連合労働運動，コミュニティ・ユニオンなども，具体的に，熱く語られて
いく。〔以上，４章〕
Ⅱ部　補遺のうち，〔１〕は「宇野理論」の可能性あるいは社会運動論へ
の道行き，と題しつつ，「構造主義」との関連などにもふれていく。〔２〕
は「他者と互いに交響し得る自律的協働体を」求め，「新しい主体」のダイ
ナミズム等を追求していく。〔３〕は，主に，馬場宏二氏の「会社主義段
階」の検討と，村上泰亮氏の「多相的自由主義」の検討を中心としている。
内容の紹介だけで予定していた紙幅を越えてしまった。以下，簡潔に感
想等を記させていただくことにしたい。
何よりも本書から伝わってくるのは，「市場至上主義を掲げる新自由主
義」あるいは，「現代アメリカを中心としたグローバリズム」の破綻を見す
えつつ，これに対し，ただ「革命的に変革する」とか「社会主義化・共産
主義化」といった伝統左翼的な言辞・運動で対抗するのでは全くないだけ
ではなく，従来の既製の企業，会社，省庁，財政等々の枠組みそのものを，
新しい「市民的」公共性，「社会的」企業といったもので克服していこう，
とする熱い想いである。
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正直にいって，著者の展開は，そのふまえている沢山のいろいろな文献，
その中での豊富な図表〔特に図〕の提示も含めて，決してやさしいもので
はない。否，しばしばそれらはむしろ評者にも難解なものが少なくなかっ
た。
そして，もっとざっくばらんに感想を述べると，評者はⅠ部の展開をゆ
きつもどりつたどって来る中で，４章に来て，「ボランティア」や「NPO」
に関する具体的分析が語られはじめたところで，ようやく「そうか!!」と
膝をたたくことが出来たのであった。ボランティアとかNPO，NGOがむし
ろ社会「組織」の中核となったような世界，それを著者は主張しているの
ではなかろうか。そう評者なりに解釈して，前の１～３章を読み直すと，
ぐっと著者の思想に近づけたように思えたのである。
それとあわせて思ったのは，著者がこれだけ強く「社会的企業」「市民的
公共性」を主張されているのは，たぶん，著者なりの具体的なNPO，NGO
等々への実践的かかわりがおありなのだろうなあ，ということであった。
生協も，例えば，そういうものの一つとして位置づけられ，展開されて
いる。例えば，244頁に「新しい社会的経済」として「第三世代／第四世代
の協同組合」が論じられていくが，生協は遡れば，日本では「賀川豊彦」
を抜きにしては考えられない。昨年2009年は，賀川が神戸のスラムに伝道
に入ってから，100周年ということで，「賀川豊彦献身100周年」記念事業
が全国的に展開された。シンポジウムが，西でも東でも数多く持たれたり
したのであるが，事業の一つとして，賀川の英文の著作“Brotherhood 
Economics”（1936）が─すでに17ヵ国語に訳され，25ヵ国で出版されて
いたというが，何故か日本語には訳されていなかったという─初めて邦
訳されたりしたのである（1）。
賀川豊彦は初期の明治学院学生であったこともあり，訳者の１人加山久
夫氏は，私もそこで40年ほども教鞭をとって来た明治学院大学のキリスト
教学の教員を勤められ，現在は「賀川豊彦記念　松沢資料館館長」でもあ
らる。それで，実は，評者は，粕谷氏の著作に，賀川豊彦の考えと共通す
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るものを感じていたので，この訳書をお贈りしていたところ，粕谷氏は「賀
川の主張を知らなかった」が，賀川の考えと自分は「全く別のアプローチ
であったが，結果的にはほとんど同じような経済社会システムの提言をし
ておられる」と表明して下さったので，そのことをも含めて，松沢資料館
発行の『雲の柱』24に公表させていただいている。その拙評は，明治学院
大学のキリスト教研究所『紀要』42号に載せた前記訳書の書評の再録にあ
る（2）。前記の賀川豊彦の訳書が，「日本生活協同組合」からの出版である
ことも，この事柄の個性を表しているし，粕谷氏の著作の内容も，深い歴
史的意義をも併せて持っていることを示していると思われる。
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（1）賀川豊彦著，監修・野尻武敏，翻訳・加山久夫・石部公男『友愛の政治経
済学』（日本生活協同組合連合会，2009年６月）
（2）明治学院大学キリスト教研究所『紀要』第42号，2009年12月。『雲の柱』24
は，2010年３月刊。これの注の（3）で，粕谷信次氏の本書を示し，本文
で「さらに経済学の世界を見渡すと，例えば，宇野理論の流れの中に，賀
川とは無関係の全く別のアプローチで，結果的にはほとんど同じような経
済社会システムの提言をしておられる粕谷信次氏のような方もおられる。
……粕谷氏の同上書の参照文献には同氏が上のような結論に到ったのに参
考にされた沢山の方々の作品も掲げられている。」とした。
　　（明治学院大学名誉教授）
